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横井 貞弘
（中高14期）

追手門学院の
歴史発掘
　本誌前号（９１号）でも予告していただいた様に、大学将軍山
会館の Newsletter（１～３号）に報告された内容を中心に、その
主な記事を紹介させていただきます。尚記事の全文は、会のＨＰ
にリンクされていますので参照することが可能です。

１．オーストリアで発見された高島鞆之助の写真付き小物入れ　
　（Newsletter１号記事）
　この小物入れはオーストリアで見つかったもので、高さ２０ｃｍ
程度の大きさです。現物は大学の将軍山会館に展示されています。
注目すべきはその扉に添えられている写真です。写真の左端には
本学創設者・高島鞆之助の３２才の姿が映っています。他にも西
南戦争に従軍した
当時の司令官たち
が見られます。そ
の写真には大山 巌
や日本大学を創立
した山田顕義など、
明治維新の重鎮の
人物達が見えます、
高島は西南戦争の
功績により、明治
１２年にフランス・ドイツに出張してウィルヘルム皇帝やモルトケ
将軍と面会しています。その方々に招待された際、贈呈したので
はと想像されます。いずれにせよ１３４年ぶりに日本に戻ったこと
になります。

２．李玖殿下の絵（Newsletter１号記事）
　戦前から戦後にかけて偕行社付属小学校校長であられた山口一

二校長の御遺族（同三女・大野孝子
氏）が保管されている李王殿下関係
などの資料の寄贈を頂きました。殿
下が山口校長に送られた手紙や，在
学当時に描かれた絵などの貴重な資
料が含まれています。李王殿下は朝
鮮王朝最後の皇太子の子息で戦時
中，小学校（偕行社附属小学校）に
在籍されていました。また李王殿下

の在学当時の様子を伝える当時の映画フィルムが，学院１００周
年記念映画に含まれています。またこの映像（映画）は将軍山会
館にて見ることができます。
　絵に李王殿下直筆の解説があります。
「とあみうつ，とうさんの，うでぶりうまいだろう子供は，さかなを
もちながら，ばんざい　ばんざい　手を上げる。」

３．耳原公園の明治天皇碑（Newsletter２号記事）
茨木校地は大学開学や高校移転に伴い新たに開発されたキャンパ
スですが、実は古くから学院と関係のある地だったのです。将軍山
会館にも展示がありますが、学院の創設者・高島鞆之助先生およ
び設置者・今井兼利少将らの名前が刻まれている記念碑が、茨木
キャンパスのすぐ近くの耳原公園の山頂に設立されています。この
碑は、高島鞆之助らが司令官として指揮し、明治天皇が明治20 
年2 月16 日に耳原の地で行われた天覧野外演習を視察されたこと
を記念するものです。その意味で、茨木・安威の地も学院に縁の
ある場所と言えるでしょう。このことは地元の方々にもあまり知られ
ていないようです。

　今回はその石碑の清掃と拓
本を行いました。石碑の表にあ
る銘文は古くは「明治天皇大阪
行幸誌」Ｐ8 ～9（大正10 年大
阪市役所発行）にも掲載されて
います。

４．井上毅文部大臣の大阪偕行社附属小学校訪問
　　（Newsletter３号記事）
天野利武学院長が小学校『追手門』誌（1968.2 刊　同50 号）に、
明治27 年4 月17 日に井上毅文部大臣が大阪偕行社附属小学校を
視察していることについて、執筆されておられます。同文献で井上
毅大臣を「文明の名に価する人物」と評されています。また井上大
臣は旧憲法制定上の実質的な役者であるとともに、明治期に於け
る日本の教育制定を行った人物です。このことは学院の７０年志
ｐ411に「明治27年４月１７日文部大臣井上毅氏来校、視察せら
れた。」との、わずか一行の記述に注目されたことに由来している。
さらに「明治２９年４月にも再び来校、視察せられた。」とあるが
これは井上毅大臣が明治２８年３月に没しているので誤りである
と指摘されています。執筆当時これ以上の資料がないので、後日
改めて報告したいとも書いておられます。このこと裏付ける文献を
見つけることができましたので報告したい。

　井上毅文部大臣の偕行社訪問の時期、当時の社会情勢を反映
するように教育の重要性が鑑みられ、日本各地に色々な教育関係
の雑誌が発行されていたようである。その一つである「私立大阪教
育会雑誌」（大阪大谷大学所蔵）を調べると、次の様な記事が発
見できた。

　この文章をどの様に判断されるかは、天国の天野先生におまか
せする他ないが、少なくとも、大阪偕行社附属小学校を訪問した
事実は証明されたことになる。

追記
　その後の調査などにより、学院歴史上興味ある事が判明してき
ている。例えば、大正11年偕行社付属小学校校舎改築記念として、
配布された砲弾薬莢製花瓶が発見されたり、大手前中高理科室に
保存されていた鳥剥製が昭和7年の改築写真に写っていたものと同
じであることが判明されたなどです。機会があればこれらについて
もご報告したい。

追手門学院一貫連携教育機構
学院志研究室調査員
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